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 藤沢市と中国雲南省昆明市は友好都市です。私は湘南日本中国友好協会理事長を２０年ばかり担当し

毎年昆明市と交流をしてきました。雲南省の大学で日本語を勉強している学生との交流では、日本語ス

ピーチコンテストを行い優勝者と、準優勝者を日本旅行に招待しました。その他、希望小学校建設、語

学研修、文化交流と毎年昆明市を訪問し交流しました。 

 ２００５年には昆明市の芸術家の方々と交流し、藤沢市昆明市友誼館で少数民族のデッサン会を開催

しました。デッサン会の最後の日に「雲南人家」という少数民族の芸能を鑑賞しながら食事をするレス

トランの夕食会に招待されました。挨拶に来られた少数民族の方々はデッサンのモデルに来てくれた

方々でした。宴の最後にお客様参加のショーがあり、司会の女性が会場から一人お客を指名するようで

した。彼女もチンポー族のモデルをしてくれた人でした。彼女はまっすぐ私たちの席へやってきて私に

登壇するように言いました。初めからそのつもりだったようです。 

 幕の袖で孔雀の羽根を付けた衣装を付けさせられ、『123それっ〜』とばかりに舞台へ出されました。

ショーの内容は大王の娘さんにプロポーズするものでした。なかなか OK しない大王をなだめすかせて

娘さんを射止めるというもので最後は他のお客様も舞台へお祝いに上がって来て赤い糸を私と大王の娘

さんの手に結びつけるというものでした。昆明市の芸術家も大喜びで盛り上がりました。その情景を描

きましたが舞台上の孔雀の羽根を付けたのが私です。後にも先にも自分の絵の中に自分を登壇させたの

はこの絵位いかもしれません。 
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